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つ ものであり、これを 「工作的研究法」と呼んでいる。従 って本研究における規定、前提
の もとでの方法論は、当該授業内容に即 した 「知識体系の獲得」という目標の実現を可能


























て、本研究では登場人物 と読み手 との間で、視点を交換させる等の手段を通 して、意味論
的側面を関与せしめることによる読解目標の実現を目指 し、試行することとなる。結果は














現 しうると仮定された。この研究に先立つ第2部 、第3部 の研究の結果か ら明らかにされ
た要因群の、当該事態への類比的運用などを通 して、授業に先立つ学習者群の事前の状態










そこで第5部 においては、同一学習者群に対 して、制度的制約の うちの若干の ものにっ














論 文 審 査 結 果 の 要 旨



































本論文においては4種の研究を通 して、学習者による目標への到達度は、必ず しも十分 と
はいえない。研究目標としての要因空間の構造化には部分的にもせよ成功 しているが、そこ
で留まるとすれば 「工作的研究法」の趣旨とは合致しない。今後は、この方向への研究の発
展が先ず期待されるが、このことが筆者において も自覚されえたことも、この研究の成果と
いいえよう。
よって、教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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